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熱電変換素子を用いた環境発電による無線モジュール駆動の検討 
A study on Energy Harvesting for Short-distance Wireless modules using Thermomodule 
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１．緒 言 

本研究は，災害時や一人暮らしをしている高齢者
の安否確認手段として近距離無線モジュール（アク
ティブ RFID タグ及び ZigBee）を用いることを考えて
いる．RFID タグ及び ZigBee は一般に電源としてリチ
ウムイオン電池を利用しており，恒久的に使用するこ
とはできない．そこで先行研究では、熱電変換素子
と電気二重層コンデンサ（以下 EDLC）を組合せ，人
の体温と外気温の温度差によって熱電変換素子か
ら得られた微弱な発電エネルギーを EDLC へ一旦
蓄電し，EDLC からアクティブ RFID タグ及び ZigBee
へ放電することで駆動することがわかった[1]． 

本稿は，熱電変換素子から二次電池へ充電し，
二次電池からの供給により近距離無線モジュール
駆動を行い，従来方式との比較によって電源として
の有効性を検討した． 
 
２．検証方法 

図 1 は，提案した二次電池による駆動システムを

示す．本システムは，充電と放電の 2 回路によって

構成される．充電回路は，熱電変換素子によって

得た電圧を DC-DC Converter によって昇圧し充

電を行う．放電回路は，A 方式，B 方式の 2 方式を

用いた．A 方式は，二次電池を１個と DC-DC 

Converter を接続し B 方式は二次電池 2 個を直列

に接続した． 

 本検証は，EDLC と二次電池の充電，放電時間

を比較した． 

 

(1)アクティブ RFID タグの駆動 
アクティブRFIDタグとスペクトラムアナライザの間

隔を 0.1[m]にし，A 方式，B 方式それぞれのバッテ
リレス回路を駆動させ発信を試みた． 

(2)ZigBee の駆動 
ZigBee Control と ZigBee Device の間隔を

0.1[m]にし，A 方式，B 方式それぞれのバッテリレ

ス回路を駆動させ通信を試みた．  
 
３．結 果 
(1) 図 2 は，熱電変換素子から二次電池，EDLC

への充電時間を示す．二次電池の充電時間は，
EDLC の充電時間より短時間であることを確
認した． 

(2) 表 1は，A方式，B方式，及び先行研究の EDLC
の駆動時間を示す．アクティブ RFIDタグは，
EDLC と比較し 2 方式で同等に駆動が確認で
きた．ZigBeeは，A方式で従来の EDLCより
も長い駆動を確認できた． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２．充電時間の比較 

 
 

４．結 言 
従来方式との比較により，二次電池を用いたバ

ッテリレス駆動方式が，近距離無線モジュールの
電源として有効であることが分かった．今後は，
蓄電に EDLC と二次電池を用いて EDLC への蓄電
を主にして発電量の多い時間帯の余除電力を二
次電池へ充電，発電量の少ない時間帯は二次電池
から供給する EDLCと二次電池を電源とする組み
合わせ駆動方式を検討する． 
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図１ ．二次電池による駆動システム 
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表１．駆動時間の比較 
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